
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市会議員(旭区) 

横浜市は、市内の都市計画道路のうち未着手の部分について、

全市的な見直しを進めています。では旭区はどうなるの？ 

 
横浜市の都市計画道路の多くは昭和 40 年代までに都市計画決定されており、その後、全市的な見直し

は行われていません。この間に都市構造・社会状況は大きく変貌し、市民ニーズも変化しています。また、

都市計画道路の整備率も大都市比較では最低レベルにある上、慢性的な渋滞が発生している箇所も多

く、こうした変化に適切に対応する必要があります。そこで、将来の横浜市を見据えた都市計画道路網の

見直しが行われようとしています。現在基本的な考え方が確定し、今後、本格的な作業が進められます。

こがゆ康弘は旭区の「元気な街づくり」に「情熱･勇気・行動力」で取組んでいます。

今後とも、市会の場を通じて、都市機能向上にみなさんの声を反映していきます。 

都市計画道路は市民の交通を担

い、都市の骨格となる重要な路線で

す。この整備は、市民生活や企業活

動・地域のまちづくりに大きな影響を

及ぼすため、長期的視点で検討する

必要があります。今後の見直しにあ

たっては、現状の未着手路線を「存

続」「変更」「追加」「廃止」に分類し、

今後必要な路線について概ねの着

手時期を明らかにする予定です。 

旭区においても慢性的に渋滞して

いる箇所が見られるなど計画の見直

しが必要な時期に来ています。 

区民の皆様に大きな影響を与え

る、「都市計画道路網の見直し」につ

いて、ご意見をお寄せ下さい。 

市 民 の 意 見 市民の意見 

＜見直しの進め方＞ 

《都市計画道路網の見直し》 

が行われます！ 

市民の視点から
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（横浜市旭区版）
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 名称 区分 概要 利用対象者 
旭区の 
整備状況

1 特別養護老人ﾎｰﾑ 
常時介護を必要とする方に対し、介
護や機能訓練を提供する入所施設 

６５歳以上の、身体上又は精神上著しい
障害があるために常に介護を要しかつ
居宅での介護が困難な方 

１１か所 
９４１床 

2 介護老人保健施設 

要介護者に対して、看護及び医学的
管理の下における介護及び機能訓
練、医療、日常生活の世話を行い、居
宅への復帰を目指す施設 

病状安定期にあり、入院治療をする必
要はないがリハビリテーションや看護・
介護を必要とする要介護者 

８か所 
９０９床 

3 介護療養型医療施設 

介護 
３施設 

急性期の治療後、長期療養を要する
方のための医療施設 

病状が安定しており、長期にわたる療養
を要する方 

２か所 
２３７床 

4 介護付有料老人ﾎｰﾑ 

入居者の必要に応じて、食事･入浴･
排せつ等の介護ｻｰﾋﾞｽが提供でき
る、高齢者向けの居住施設 

自立の方も、要支援、要介護の方も入
居対象となる。施設や介護･医療体制等
にそれぞれ特色があり、利用者にとって
幅広い選択が可能となる 

６か所 
１１３４人 

5 ケアハウス 

特定施設 
家庭環境、住宅事情により居宅にお
いて生活することが困難な高齢者
が、低額な料金で入所できる施設 

６０歳以上の、自炊ができない程度の身
体機能の低下があり、一人暮らしに不
安があって家族から援助を受けることが
困難な方 

２か所 
９０床 

6 
認知症高齢者 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 

認知症高齢者が家庭的な雰囲気の
中、５～９人で共同生活を送りながら
日常生活の介護を受ける施設 

小規模な共同生活を送ることが可能な
要介護認知症高齢者 

１９か所 
３０６人 

７ 
小規模多機能型 

居宅介護施設 

地域密着
型ｻｰﾋﾞｽ 

利用者の住み慣れた地域で、主に通
所によるｻｰﾋﾞｽを提供する。適宜、利
用者が宿泊したり、スタッフが利用者
宅を訪問したりする 

在宅の、主として中重度の要介護高齢
者 

０か所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《お問合せ》 市会議員（旭区選出） 

ホームページhttp://www.kogayu.net

こがゆ康弘は旭区内の多くの福祉施設を訪問し、自らの目と耳で実情を
捉え、旭区の更なる福祉向上のために活動しています。 

民主党神奈川県連

衆議院議員神奈川県第１６区補欠選挙 
 公認候補予定者決定！ 

後藤 祐一（ごとうゆういち）氏 ３７歳 
民主党は今年10月22日(日)に投票が予定されている衆議院

議員神奈川県第 16 区補欠選挙における公認候補予定者を決

定した。後藤祐一氏は、経済産業省出身で、現在「実現男」とし

て、身の回りの小さなことから政策まで実現するべく、16 区内で

積極的な活動を展開している。 

≪活動区域≫ 
厚木市・伊勢原市・愛川町・清川村・

城山町・藤野町・相模原市（津久井

町・相模湖町・相模原市南部） 

旭区は横浜 18 区の中で高齢者人口がもっとも多い区です。平成 18 年 3 月末で高齢者（６５歳以上）の

人口は、５０，３０８人、高齢化率は１９．９１％に達しています。（旭区ホームページより）今後も、高齢者

の方々が健康で安心して暮らすことのできるまちづくりに向けて、高齢者施設の充実は区民の多くが望

んでいる施策のひとつです。一方で、介護が必要な状態になったとき、どの介護保険サービスを利用す

るかは、利用者の心身の状況やそのおかれている環境、ご本人やご家族の希望などにより、一人ひとり

異なっています。下表は施設サービスの種類と旭区における整備状況を示しています。今後は、利用者

の住み慣れた地域で、密着型のきめ細かなサービスが提供できる「小規模多機能型居宅介護施設」の

早期整備が望まれています。 

こがゆ康弘 プロフィール 

昭和 42 年 横浜市鶴見区に生まれる 

平成 4 年 早稲田大学大学院 

理工学研究科 （修士課程）修了 

平成 4 年 三菱重工業（株）入社 

平成 7 年 結婚（現在、3 児の父） 

平成17年 民主党神奈川県第6総支部副幹事長

平成 18 年 旭区補選で初当選、現一期 

趣 味 

読書、釣り、模型製作、スポーツ全般の観戦 
 
資 格 

コンクリート技士、1 級土木施工管理士･･･ 

なお、上記以外にも様々な在宅サービスや地域ケアプラザなどの通所介護、また、老人福祉法に基づく施設等もあります。
具体的な施設名など、詳しくは「旭福祉保健センター」 TEL：045-954-6115 又はこがゆ事務所までお問い合わせ下さい。

住所：旭区二俣川 1-5 
電話（ＦＡＸ）：045-366-9381


